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編集後記 

 

『信州大学教育学部研究論集』第 19 号をお届けいたします。本号には，厳正な審査を

経た，学術論文 10 編，研究報告 14編，実践研究 7 編，合計 31 編を掲載致しました。前号

よりも６編，ページ数にしておよそ 100 ページ増え，総ページ数 400 ページを超える厚み

のあるものとなりました。 

本研究論集は，信州大学教育学部における研究・教育活動を促進し,その成果を公表す

ることを目的として発行するものです。教員諸氏だけでなく，在学生や修了生からも投稿

がありましたことは，本学部において意欲的な研究・教育が行われていることを示すとと

もに，本研究論集が，研究発表の場としてある一定の役割を担うことができているものと

感じております。 

充実した研究論集を発行することができましたことをご報告しつつ，査読者をはじめ，

本研究論集発行のために御助力下さいましたみなさまに，深甚なる謝意を表したいと存じ

ます。 

（小野文子・植原俊晴・大木雄太） 


